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1 捕 7

芯夢汎発領域において大男鼓か拭く細 さ11-=いる

が,大発破の文献は榔 丑の才l罪に就いてElI--'萌

第81度の泉 も憶串IL和 合の課朗をしているに過 ぎな

い｡しかるに蚊石山の地形は大発破のBt海に賛彩して

二jF(宝とJt小!反抗棟との開床は必ずしも-経でたく哲雄

していろ場合が少なくIEい.従って従来の英施餅を見

ると,-Ja的な計井力式がたいT.:yJにその実卿 の世

代▲こより哲･B生が適当に決定されてそれ7L_/罪出した旦

l帖うな従明は何専71-:きLtていない｡伽か iExplosI＼亡5

Engznt.･r一二大発破の契従例か時折相戦されているが,

Rtも大事な淋 最を如何にして,併 したか.こつい て

は末だ且 て君盈 した例が たい.邪猶 も棚 の頃は

71auSerの式を姦称 こして適当に壬を繋最1_/決めた時期

もある｡そのTul▲こ土木玉僻と協力して行った多 くの実

施例を雅淋し.これセ恭碇lこして次の様な-A2的Jt井

方式を'&出し.以嬢の大弊政は授てこの式.=従って繋

｣挺左を刑部 している.

2 全音集t折井 浅

大笑鼓で.三好草野に.tり原Zl山にm裂なB:_じたり脱

16+Z蔽幹するとい )上りは薪のエネルギーの大部分は

鉄石の移載,こ消費きれろと見るのが&当と息iっれる,

榊 ここ.(悶~冒したいことl+_最近の発破の討盤の中心か

l軒軽杏に上る岩石の私事との発生過T.tにI鮎 .ibl.児かれて

いるが,少 くとも大党政において;三股石山に蛸 の3t

がL入っただけで凍石のJDl横が充分でTiけLlは綜芯作男

は不可前EICあ り大IB故の員的な速していfLいことを忘

れてはならない,伽 が馳無し且沸した舞狂EWy見る

に中に.i瓜石の廟城か充分でなく.LLJにThRが入った

だけで却ってra_険で近帯れたいに拘らず,各雅兄な手

-mちなくLe捜したことのみJz以て大兄鼓か成功した と

鉢L.しかb採石JLを5h大に評5Eして尻6 1m)当 り

の火粥の任用屯の少 ない ことなRFJ71している餅があ

ち.〔托廿の71算式はあくまで宍撫式であり原石の棚状

及びS一班.光分でありて採石作ZZが群易てあること7'r

I.可換としてい る｡この巧えに茄いて Hnu5亡rの式b'.

黙認北は採石職.こ比例するとい う琴えと.不発発放り

捷含1三一L2に素見閉講を最少抵抗損に専しく搾るのか

通常であるとい う従来の莞故和 を適用して升昇式を

軌 ･七大発畝な-鵠抗で舛施することは採石椛が少lr

く,荘二串b良 くたいの'=教範SiZを乾けて粗 するのか

苛適である.そして陳石山の血地条件からして切羽前

には凹凸かあって各茶詩の最小抵抗旗の他が凝る場合

か多い√ この一般の場合の1十恥 を京すと.ここ.=･l

B相にEt敦讃J_,怒.ナてD軒の帽に亘って大発鼓を窯左

するものとする｡!lB七等仰崩(何mにても鎧安へナ⊂

い)に "等分し,La･J'!の最小1眺 実を '4'"叫 O,･
叫 -1弟とすれ ._.偶ノIBJ_y托石するl=V十る食掛
4/.は次の耳桁的Gt分.こ{決めろ｡
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lgi エ ヌ 火 兆 協 会 基 節 19世 句 3 f=

て ", A, ハ を東宝とtF冒す州 2'

LLbl･ -uJv/ '～.J

の比JLに按分すm iよい.tsおiqa こある如Siは中rbl

にIかナ,-_先史上り荷iカ'･大きくかかって駕るので下記

の二又比･二度分した華丘で..'封芸文珠となるので中T.1

の各繋聖より3,少捗 を乱 ･て崎絹の滋蒸発を多 くし

なけ山 王なら'L J｡なぶその粒度であるが甥丑rNTm の

琵WJL=よっても兵る故.書音的な方法.まないが,そ

の邪531こ軌 .てのCの田FLO30-0.10になるような泣

氷ZR'{あれIl上い｡(接の兜施粥を,多田されたい.)

Irお哨･18に亙って各素読の点小抵抗損が一様であ

れは升3Tは脈軸で次の通りになる.

L=Cx-】車 t:) (2)

(の網に 妊し.て.三省質の硬軟及び他用したは難に上り

多少P1-7か 一､一C･51ことろの;51･背屈である.

3 実 施 例

(lJ 蛭川ダム (指等也,3 ~25)のgIを*.ずる

と･絹 ･三周このように=取gIの三和T2であるが.,一

局投のゥ_iif耳 (二措辞.三打設bJfp ま全く同じ)

を示すと Z一式より次の通りー=ある.
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/,iiil･七二血三28 96kgll

即ち2596kgが前列の廷実生てあrI,10-.■の
各荒宝■二次の比叫で兼稚 JL誇分

した

123･11

=10811011
_
103J.110

この計罪･こてNol及び日の菜宝
.三
各299L.g及

び3こ与L-芸とたるが,
前額で述べたよ1.
二C一(.
3Cと

して計ノ許し.
:toHtI.-C3CxIC.5
7-:T5L.JhiT<0.
11は7,-
CSexLL1-399k g



大宅れの芯顎主計Jtに放いて 195

発電Rt廿を用いて前列.～_一政党.捷列.三IC政男にて

屯頓したR

二五Jtによる大兄臣の方法は文点に印面まi2ってい

I-J'.暮′J側 Q)托WJJや琳 tのJr書法.ニ恥 .･=は
ETJSす鼓して･lLLI.掛 :よこ屯JtのW.,-王政真芯天
領官女肋 て ftfIのJt小鮒 .三前列まてn克札とd

IL'=汁■し こいる.そして脚 力'i伽 する咋･=.こ!三

m のF石.i1だ+横の空中にあって,a:カ亡してか

カってくるの~脚 のCのの位は段文.ニ=り矢足した

奴つかの大q強の棚 に上り前列のCの瓜 二比べ4レ_

I,<大きく cJ,ていも｡廷ってこの大先取て.三枝列の

卑小抵抗線iI】好け ICの願書EOmを也とし.=7併 し

(な 0･65にとって金脈 丘を (2)式より淡めT=.

･･=o･65x10OIx(1･意 )-3900kp
これIL.T小 1--22の各不買に申分.=配分し一J'.

L- /･也 ‡ムこせ.+Il+/･言12633kg6

即ち12,仏3kga.決める金将 tで^ウニLLJ_,各常

夏.二次の比''Sで分定した

12345･6

=11 17)･21)23､25 22

この片刃こて.三内九の:tnE及IJbの各租 の笈兼Jt

._'30.kg丑び 二,与L LEgとたるh-I,前列と同じく (I_

C3Oとして･1101には JJL30xll】･3P沌F,ヽ ○

には (･-Cl30×=='-3194kF:*L糊 し不足分.三中間の

各罪宝より帆 ､て13ってきた.この折方セJlると前例

と長って男Sirrrm に多少金丸:5'Lあるのに (1)式S･適

用したことに一仏M肋'･15たれろかも知れlEL,｡ ())

式を忠実に題朋するとすiuご果敢はな者当l二等脚 .i

分けてをblの丑′J棚 補 って折井 -TLLはよい駅で

あるカ,発駅 河として上の味な汁事を斤つても立y;

八〇1･丘Gt〇 ･二は肝 こTa]L;く C -1 として法 華卓･こ･三殆ど盤共のr=いこと.i′l)式の折井方法J)7!

熊手 ti' 顎皇･FOJ5-
(1･莞)- Sloョ･･-oJSxr7･x(1･

;;)= 8193･･=oJSX211x(l
一 芸?)-13296･FOJSX23･x

(1一 芸 )-16125･,-045x25･x

(l･芸 )-19963-o･5×22･x
(1･昔)-1JS10 丸万を,朝 Hl駕TLは(与か

二郎 出完もと患う. 式に晃軸 からTJ･t.ご柵 丈.こ

過ぎないが少くとt.大男最を策定する上】こh-いて先着■

三この式をN[いて何等の

欠腿に五速していない.環石山 ま甘･こ作宇してい

るため射々と排 して米袋た汝や地影が設什当77)と完成
時には屡 迷々って来ていろこと.三大虎魚七的当している入違の甘.こ繊 する

所-..b-.)

4 掌策tと美立間RI大兄良 二おいて.三相 のJt,)

､抵抗戊に対応する繋tを年中的に掛 する方法と発ヨセ

紺 ナる7JB:とn･b25,.. る｡分留すろことはJt小鮒 に

対仏すろ脚 JLhl.封22 譲黙となるため不落当やあるとの

現もあろう'･,伽 .土分甫する方法にて兆施していろ

.これはは発エ4'.f-Q)大部分は尻石の移出●こ柄井

されると考えると繋Stを分村 させることは原石を

均斉に紬 させるのに好α合であり,軌 t肝 が.bった社台一二t三

は男ガスzB･夫tiE十ることを防止することにbな

る.読者の抜放て.こせ中郷 の大小如何●二村ら

で湖 .三三-ltm規正･こK･-ることカL空士Lく,jZPにあ

るtLfJt小夜王棚 _美空偲巧の内鎌.三一次的一二弓え

る胡 利ifzい.決に丘･側 Z:山女のBE;保である

がこれは珊 lこある上1に山王は2倍壮 あろことが･

Blまい ･ しわし山丈は脱石山の立士蚊 件に全く箕記

されていて必ずしも蘇生通 りの地彰がL縛られ たい18触

'.少くたい.従って横間EZとしてLiEILF･余托低くて山の上部上りは
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軟 く思念がない限り山か 二多少の芯蛙があっても大発

破の舶 にはを箕へない｡彬 に;荘瀦;ミ大発破は花泉
捧 書

屈官にて在蝶しているが,屯旬胃管と斗煙投に上る起 長粒.二大発奴の栄樹を触 して見たが,当社{tiE王を

魁 の媒劣に此ていては牡他で現れた1,.ことに した 隈抜腿係した大莞故に於いては魚島也殺,大阪砕石,

大和土建,大地 ,星野粗,熊谷組と描力して行った

ものであり,各社用族者に漂拡なる.'廿音を襲する

表中:(01-31が当社が内焦した大発破である,

PractlCei71Coyott■flTaSting
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CztkulatlngthH,elghtotehaTgelSnotreLe-

redlnllteTatureS Heretheaulhorspresent
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L-to【al＼ltOtCharge(kg)

C b]aSt,ngC∝Fhctt･nt(tlSIJally0-ト05)
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chargelSSOrr)e､､ha【IncreasedbさreducLrlgthe
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